
 

 

平成２７年塩尻市議会３月定例会 

総務環境委員会会議録 
 

○日  時  平成２７年３月９日（月）  午前１０時００分 

○場  所  全員協議会室 

○審査事項   

議案第２２号 平成２７年度塩尻市一般会計予算中 歳入全般、歳出１款議会費、２款総務費（１項総務管理

費１４目市民交流センター費を除く）、３款民生費中１項社会福祉費７目楢川保健福祉センター

管理費、８目国民健康保険総務費、９目後期高齢者医療運営費及び４項国民年金事務費、４款

衛生費（１項保健衛生費６目環境保全費のうち合併処理浄化槽設置事業及び２項清掃費１目し

尿処理費を除く）、９款消防費、１２款公債費、１３款諸支出金、１４款予備費、第２条債務負

担行為、第３条地方債、第４条一時借入金、第５条歳出予算の流用 

議案第２３号 平成２７年度塩尻市国民健康保険事業特別会計予算 

議案第２７号 平成２７年度塩尻市国民健康保険楢川診療所事業特別会計予算 

議案第２８号 平成２７年度塩尻市後期高齢者医療事業特別会計予算 

議案第３３号 平成２６年度塩尻市一般会計補正予算（第６号）中 歳入全般、歳出１款議会費、２款総務費

（１項総務管理費１５目市民交流センター費を除く）、３款民生費中１項社会福祉費８目国民健

康保険総務費、９目後期高齢者医療運営費及び４項国民年金事務費、４款衛生費、９款消防費、

１２款公債費、第２条繰越明許費、第３条地方債の補正 

議案第４１号 平成２６年度塩尻市一般会計補正予算（第７号）中 歳入全般、歳出２款総務費、第２条繰越

明許費 

議案第３４号 平成２６年度塩尻市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

議案第３７号 平成２６年度塩尻市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） 

請願３月第１号 集団的自衛権容認の閣議決定を撤回し、閣議決定にもとづく法整備等を行わないよう関係機

関に意見書を提出することを求める請願 

○出席委員・議員 

委員長  古畑  秀夫 君        副委員長  横沢  英一 君 

        委員  山口  恵子 君          委員  森川  雄三 君 

委員  青柳  充茂 君          委員  柴田   博 君 

委員  塩原  政治 君          委員  中原  輝明 君 

議長  五味  東条 君        

○欠席委員 

       なし 



 

 

────────────────────────────────── 

○説明のため出席した理事者・職員 

省略 

────────────────────────────────── 

○説明のため出席した参考人 

       請願説明員  長野県平和委員会    小澤  彰一 君 

────────────────────────────────── 

○議会事務局職員 

事務局長  宮本  京子 君     事務局次長  青木  隆之 君 

庶務係長  小澤  秀美 君 

────────────────────────────────── 

午前９時５０分 開会 

○委員長 皆差様、おはようございます。時間より少し早いですが全員おそろいですので、総務環境委員会２日

目を開会してまいりたいと思います。委員は全員出席をしております。それでは、本日の日程について、副委員

長より説明させます。 

○副委員長 おはようございます。本日の委員会の日程でございますけれども、特に請願につきましては、説明

される方が来庁いたします。午後の最初に審査をする予定でございますので、そんなことでよろしくお願いした

いと思います。また、委員会終了後、総務環境委員会協議会を開催いたしますので、よろしくお願いを申し上げ

たいと思います。なお、本日有志によります懇親会を５時４５分から五千石で行いたいと思います。会費は５，

０００円でございますので、きょう徴収させていただきますのでよろしくお願いをしたいと思います。あくまで

もこれは有志でございます。以上です。 

────────────────────────────────── 

議案第２２号 平成２７年度塩尻市一般会計予算中 歳入全般、歳出１款議会費、２款総務費（１項総務管理費

１４目市民交流センター費を除く）、３款民生費中１項社会福祉費７目楢川保健福祉センター管

理費、８目国民健康保険総務費、９目後期高齢者医療運営費及び４項国民年金事務費、４款衛生

費（１項保健衛生費６目環境保全費のうち合併処理浄化槽設置事業及び２項清掃費１目し尿処理

費を除く）、９款消防費、１２款公債費、１３款諸支出金、１４款予備費、第２条債務負担行為、

第３条地方債、第４条一時借入金、第５条歳出予算の流用 

○委員長 それでは、議案審査に入ってまいりたいというふうに思います。本日は歳入全般についてということ

で、最初に説明を求めます。 

○財政課長 それでは、歳入の説明をさせていただきますので、予算書の１４、１５ページからお願いをいたし

ます。それではまず、１款市税中市民税でございますけれども、個人市民税につきましては本年度の決算見込み

を踏まえまして、前年度に対し６，１５０万円の増でございます。また、法人市民税につきましては、製造業を

中心にいたしまして、２６年度決算見込みも増額傾向にございますために、前年度に対しまして７億９，６９０

万円の増を見込んだものでございます。 



 

 

 ２項固定資産税につきましては、土地は地下の下落による減、また家屋につきましては評価がえによる減を見

込みまして、全体で前年度に対しまして１億２，９００万円の減額を見込んだものでございます。 

 ３項軽自動車税につきましては、四輪の乗用自動車の増加傾向によりまして、前年に対し２５０万円の増でご

ざいます。 

 一番下の４項市たばこ税につきましては、消費本数の減少に伴います減額を見込みました上に本年度決算見込

みも踏まえまして、前年度に対し１，８００万円の減額を見込んだものございます。 

 次のページをお願いいたします。１６、１７ページでございます。真ん中あたり、市税の８項都市計画税につ

きましては、固定資産税の減額に伴いまして、前年に対しまして３８０万円の減額でございます。 

 次の２款地方譲与税でございますが、ここから２０ページの１０款の地方交付税までにつきましては、本年度

の決算見込みをもとにいたしまして、地方財政計画の増減率等を考慮をいたしたものでございます。主なものに

ついて説明をさせていただきます。次のページをお願いいたします。１８、１９ページでございます。真ん中に

ございます４款配当割交付金でございますけれども、本年度の決算見込み、そしてまた長野県の見込み率を勘案

をいたしまして計上をさせていただきました。 

このページの一番下に地方消費税交付金につきましては、前年度に比べまして２３．３％の増額、１億９，１

９０万円の増を見込んだものでございます。消費税５％のうち１％、これが消費税の引き上げに伴いまして、８％

のうち１．７％と税率が引き上げられたわけでありますけれども、２６年度中につきましては引き上げ前の税率、

すなわち５％のうちの１％、これによる税率によるものも含まれておりました。２７年度につきましては、引き

上げ後の税率１．７％分が通年を通して適用されるために、県の収入見込み率により算定をしたものでございま

す。 

 次のページをお願いいたします。１０款地方交付税でございます。地方財政計画につきましては、総額で０．

８％の減額でございました。普通交付税につきましては、２６年度の決算額、また２７年度の基準財政収入額を

見込む中で、前年度に対しまして４億４，０００万円、率で８．７％の減額を見込むものでございます。 

 次のページをお願いいたします。１２款分担金及び負担金でございますが、２項負担金のうち１目民生費負担

金につきましては、３億６，９００万円余の減額でございます。これは２節児童福祉費負担金中にございます保

育料を２７年度につきましては、その下にありますが１３款の使用料中、児童福祉使用料に歳入科目を振りかえ

たものでございます。保育料につきましては、これまで保育料の徴収規則に定められておりましたけれども、４

月からの子ども・子育て支援法の施行に伴いまして、さきに条例で提案させていただきました塩尻市特定教育等

の利用者負担額に関する条例、いわゆる条例定めとなりまして公の施設の使用料となるものでございます。金額

につきましては、使用料に移行しましたけれども民生使用料のところをごらんいただきますと２億７，６００万

円余でございまして、前年度よりも９，５００万円減額となっております。この減額の中には第２子、第３子減

免分の７，４００万円余の減額が含まれているものでございます。 

また、負担金のほう戻っていただきまして、２節児童福祉費負担金の中、放課後児童クラブ利用者負担金、そ

れと放課後キッズクラブ利用者負担金が新規計上でございます。利用時間につきましては、両方とも平日１９時

まででございますけれども、キッズクラブにつきましては、昼間家庭に保護者がいる小学校１年生から６年生ま

での児童対象ということで、月３，０００円、５１人分を見込んだものでございますし、クラブにつきましては、



 

 

２，０００円の３０５人を見込んだものでございます。クラブというのは放課後児童クラブでございます。申し

わけございません。 

次のページをお願いいたします。２４、２５ページでございます。１３款使用料及び手数料でございます。こ

の中で、２５ページの下のほうにございます７目土木使用料でございますが、３節都市計画使用料の２５ページ

の説明欄の一番下、広丘駅東口駐車場使用料６２０万円が新規計上でございます。パークアンドライドの駐車場

にかかわる使用料でございまして、一般駐車６１台分、定期駐車１０台分を見込んだものでございます。 

次のページをお願いいたします。２６、２７ページでございます。使用料及び手数料ですが、８目教育使用料、

１２０万円余の減額でございます。いろいろございますけれども、特に２７ページの保健体育使用料の中で下か

ら２つ目、小坂田公園市民プール使用料がございます。１３５万円の減額でございますけれども、これまで交付

をいたしました回数券の利用による利用が見込まれるというようなことで減額となったものでございます。 

次のページをお願いいたします。ここは、特に前年と変更はございません。 

３０、３１ページをお願いいたします。この中で大きな増減は一番下の５目土木手数料でございます。１８０

万円余の減額となっておりますが、これは３１ページの説明欄下から４番目、建築確認手数料でございます。１

８０万円余の減額となっておりますが、２７年度から県の出先機関であります建築住宅センターが建築確認業務

やっておりまして、この業務のエリアを塩尻市まで拡大をするということでございます。したがいまして、本市

が行います確認業務が、その分減となる見込みとなっております。 

次のページをお願いいたします。国庫支出金に入ってまいります。１目総務費国庫負担金でございますが、６

５３万円余の増額でございます。説明欄にございますようにマイナンバー制度の導入に伴いまして、中間サーバ

を利用することに対します１０分の１０の補助金の新規計上でございます。 

また、２目民生費国庫負担金につきましては、２，４００万円余の増額でございます。主な増につきましては、

社会福祉費負担金でございまして、障害福祉サービス給付費、こういったものの増に伴いまして自立支援給付費

負担金、これが１，０１８万円余の増を初めとしましていずれも増額となったものでございます。ここの社会福

祉費負担金の説明欄の下から３番目、自立相談支援事業負担金、それからその下、住宅確保給付費負担金が新規

計上でございます。生活困窮者の自立支援法の施行に伴いまして、生活困窮者の包括的な相談を実施をするため

の自立支援相談事業、これを市の社協に業務委託をしてまいります。また、再就職のために住宅の確保が必要な

者に対しまして、就労活動を支えるための家賃補助を給付するものでございます。こうした経費にかかわります

４分の３の経費でございます。 

それから、次のページをお願いいたします。３４、３５ページ、２項の国庫補助金の１目総務費国庫補助金で

ございますけれども、前年度よりも３，６００万円余の減額となっております。前年度につきましては、ここに

庁舎の耐震補強工事にかかわります社会資本整備総合交付金６，６００万円余ございました。そうしたものの減

によるものでございます。ただ新規といたしまして、やはりマイナンバー制度導入にかかわります住民基本台帳

システム、あるいは地方税システム保守委託料、こういった補助金６５０万円余の計上ですとか、個人番号カー

ドの発行業務の委任交付金、これが２，３４５万円余でございます。こうしたものを新規計上したものでござい

ます。 

次の２目民生費国庫補助金につきましては、８，１００万円余の増額でございます。主なものにつきましては、



 

 

１節社会福祉費補助金の中の臨時福祉給付金給付費補助金、これにつきましては、市民税非課税者に対しまして

６，０００円、その下の子育て世帯臨時特例給付金給付費補助金につきましては、３，０００円を給付をするも

のでございます。前年度に引き続きの計上と、規模は小さくなりましたけれども計上ということでございます。 

 それから３節児童福祉費補助金の説明欄にございますが、社会資本整備総合交付金（塩尻地区）１億８，８０

０万円余につきましては、吉田原保育園、吉田児童館分館にかかわります建設事業の交付金でございます。それ

から、１つ飛んで下でございますが、保育緊急確保事業補助金１，９１８万円につきましては、子ども・子育て

支援制度への移行に伴いまして、地域の子ども・子育て支援事業ですとか、こども広場事業、こういったものを

支援するための３分の１の補助金でございます。県につきましても３分の１の補助金がございます。充当といた

しましては、子育て支援センター事業等に充当をさせていただいております。 

 次のページをお願いいたします。３６、３７ページでございます。４目農林水産業費国庫補助金につきまして

は、１億円余の増額でございます。この中で１節農業費補助金で農業農村整備事業補助金９，８００万円余が大

きな金額となっております。説明欄のところごらんいただきますと計算式のところにございますが、９，０６７

万２，０００円ありますけれども、この主なものにつきましては、多面的機能支払交付金ということでございま

して、地域ですとか改良区が行います農地や水路の維持活動に対して交付されるものでございます。ここに国５

０％分の歳入、３，６００万円余が計上されております。県が２５％の交付金とございますので、この後県支出

金のほうにも出てまいります。県や国の歳入が、こちらの一般会計当初予算に計上されることになりましたもの

ですから、農林水産業費が大きな増額となった要因の１つでございます。 

 それから、５目土木費国庫補助金でございますが、３億１，２００万円余の減額でございます。１節道路橋梁

費補助金の説明欄でございますが、社会資本整備総合交付金（道路）につきましては、幹線道路整備、あるいは

道路施設の長寿命化事業等が対象でございます。ここは２億１，６００万円余の減額で１億９，０００万円余の

計上でございます。同じくその下、社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備）につきましては、平沢地区の道

路の美装化、排水路の整備等にかかわる交付金でございます。 

２節街路事業費補助金でございますが、社会資本整備総合交付金（塩尻地区）につきましては、都市計画道路

の広丘東通線、西通線の整備等にかかわるものでございまして、やはりここも減額でございまして６，４００万

円を計上したものでございます。 

次のページをお願いいたします。３８、３９ページでございます。６目教育費国庫補助金につきましては、９，

７００万円余の増額でございます。１節小学校費補助金の説明欄の一番下にございますが、学校施設環境改善交

付金８，９７０万円につきましては、洗馬小学校の大規模改修工事にかかわる事業費、また宗賀小の貯水槽の耐

震化、あるいは西小の非構造部材の耐震化等の事業にかかわる交付金でございます。 

その下の４節社会教育費補助金につきましては、社会資本整備総合交付金（大門地区センター）１，９００万

円余を計上をいたしました。建設に向けました実施設計、用地取得にかかわる交付金でございます。 

次のページをお願いいたします。４０、４１ページ、１５款県支出金でございますけれども、１項県負担金の

１目民生費県負担金につきましては、前年度より４，０００万円余の増額となっております。１節社会福祉費負

担金の中で、説明欄にございます国民健康保険基盤安定負担金が２，４００万円余の増額、また国庫負担金のと

ころで説明申し上げましたように障害福祉サービス給付費等の増額に伴いまして、１つ飛んで障害者自立支援給



 

 

付費等負担金、こういったものの増額によるものでございます。 

次のページをお願いいたします。４２、４３ページでございます。１目総務費県補助金の４３ページの説明欄

でございます。合併特例交付金（シティプロモーション事業）ございますけれども、合併特例交付金につきまし

ては、このシティプロモーション事業のほかに、これから後で出てまいりますけれども、林業費においてはウッ

ドスタート事業、また教育費においては木曽漆器給食用食器の購入、図書館書庫の整備、また文化会館の改修、

合計で前年と同額３，２００万円を計上させていただいております。 

それから、２目民生費県補助金の１節社会福祉費補助金でございます。説明欄の上から３番目、福祉医療費給

付事業補助金につきましては、受給者数１万３，６６０人を見込みますけれども、２７年度から県の補助制度が

拡大をいたしまして、入院の小学校３年生までが中学校の卒業まで、それから１８歳までの障がい児のいる世帯

の所得制限が廃止をされております。この県補助拡大分の支給額につきましては、１，７１２万円余という状況

でございます。ただ全体につきましては、障害者給付費等の減によりまして、補助金自体につきましては２３０

万円余の減額となっているものでございます。 

次のページをお願いいたします。２目民生費県補助金の説明欄の一番下でございますが、多子世帯保育料減免

事業費補助金４６８万円につきましては、第３子以降の保育料を減免をする市町村に対しまして、減免する額の

２分の１、上限月額３，０００円を補助するというものでございます。 

それから下のほう、４目農林水産業費県補助金につきましては、前年に比べて３，９００万円余の減額となっ

ております。前年、ここに計上がございました強い農業づくり交付金５，０００万円ございましたけれども、こ

れが減額となったものでございます。この中の新規につきましては、説明欄の上から５番目、先ほど国庫補助金

のほうでも説明をいたしましたが、多面的機能支払事業補助金でございまして、県負担分の２５％をここで計上

するものでございます。 

次のページをお願いいたします。４６、４７ページの５目土木費県補助金の中の１節土木費補助金でございま

すが、有料道路通行料金負担軽減事業助成金につきましては、１２月補正でも説明をさせていただきました。長

野県の負担軽減事業のかかわる県の１０分の２の補助金でございます。１０割分の通行券の２割を県が負担をす

ることとしておりまして、これがここの軽減事業助成金ということで１６０万円余でございます。また利用者に

つきましては５割の金額で購入をしてもらうということで、これが後ほど雑入に出てまいりますが、４０２万円

を計上するものでございます。 

それから、次のページをお願いいたします。４８、４９ページでございます。３項委託金の中の１目総務費委

託金につきましては、説明欄にございますように県議会議員選挙、それから国勢調査の委託金等を計上をいたし

ております。 

１６款財産収入でございます。１目の財産貸付収入１，１８９万円余の増額となっておりますけれども、これ

につきましては、説明欄４９ページの一番下、信州Ｆパワープロジェクト用地貸付料、これが１，７６１万円の

増額によるものでございます。 

次のページをお願いいたします。５０、５１ページでございます。下のほうでありますが、１７款寄付金につ

きましては、前年度より２，７４０万円の増額でございます。説明欄にございますが、総務費寄付金につきまし

ては、ふるさと寄附金が５２０万円、それから上西条の消防の詰所の建設寄附金が６００万円を計上させていた



 

 

だいております。また、民生費寄付金につきましては、大門三番町と四番町の介護予防拠点施設の建設にかかわ

る地元負担金１，６６０万円、これが主な内容となっています。 

次のページをお願いいたします。１８款繰入金の中の２項基金繰入金でございます。総額１１億９，３８０万

円でございまして、２億５，９８０万円の増額となっております。内訳につきましては、説明欄ございますが、

財政調整基金繰入金、前年に比べまして１億円減の４億５，０００万円。教育文化施設整備基金繰入金につきま

しては、５，０００万円増の１億５，０００万円。道路施設整備基金繰入金につきましては、１億円減の１，０

００万円、減債基金繰入金につきましては、市民公募債の一括償還に充てるために２億円増の３億円。福祉基金

繰入金つきましては、７，０００万円の同額、また、１つ飛んで土地開発基金繰入金につきましては、土地開発

公社への公共用地取得貸付金に充てるため、２億１，０００万円を繰り入れるものでございます。 

次のページをお願いいたします。５４、５５ページでございます。２０款諸収入の中の３項貸付金元利収入、

この中の勤労者福祉資金融資預託金元利収入につきましては、前年度に比べまして２，０００万円の減額でござ

います。また、中小企業融資あっせん資金預託金元利収入につきましては、５００万円の減額でございますが、

いずれも実態に即した融資枠に影響のない範囲で減額をさせていただいたものでございます。 

次のページをお願いいたします。５目、ここからは雑入に入ります。雑入につきましては前年度に比べまして、

３，１３５万円余の増額となっております。いろいろ内容ございますけれども主な増につきましては、６１ペー

ジのところ説明欄の一番下でございますが、農林水産業費雑入の維持管理適正化事業交付金、ここが１，３００

万円余の増額になっております。これにつきましては、土地改良施設の更新事業、例えば東山の揚水機場ですと

か、青木沢の中継機場、こういった施設の更新事業でございまして事業費の３０％、これを５年間均等に拠出を

いたしまして、土地改良事業団体連合会に積み立てをいたします。そして事業をするときにこの拠出金の３０％

と国、県それぞれ３０％ずつが土地改良事業団体連合会から交付をされると、こういう仕組みになっているもの

でございます。 

続いて６３ページのところをごらんいただきます。６２、６３ページ、やはり雑入でございます。８節消防費

雑入がございますが、説明欄の消防団員退職報償金、ここも２，５８０万円余の増額となっております。消防基

金からの歳入でございますけれども、２７年度につきましては、分団長、部長の一斉改選の年でございまして、

その増額ということ、またなおかつ、報償金の支給条例の改正によりまして増額となったものでございます。そ

の消防団退職報償金の１つ上、有料道路通行券売却代につきましては、先ほど県の負担金のところで説明申し上

げたものでございます。 

飛んでいただきまして６６、６７ページをお願いいたします。２１款市債でございます。１目総務債につきま

しては、９億６，７００万円余の大きな減額でございますが、庁舎の大規模改修の完了によります合併特例事業

債約６億円の減額、あるいは基金造成のための合併特例債の減が大きなものでございます。 

その下、民生債、これも１億１，５００万円余の減額でございます。ふれあいセンター広丘建設工事は完了い

たしましたけれども、２７年度につきましては吉田原保育園等の建設にかかわる合併特例債を計上をいたしてお

ります。 

その下、衛生債につきましては、衛生センターの中央監視装置の改修、それから斎場の火葬炉の取りかえにか

かわる特例債を充当いたします。 



 

 

 ４目の農林水産業債につきましては、地域活性化事業債、公共事業等債におきまして、農道などといった改修

工事費の起債を計上するものでございます。 

 このページの一番下、道路橋梁債につきましては、やはり公共事業等債といたしまして、幹線道路整備、歩道

整備、道路施設の長寿命化事業にかかわるもの、また過疎債といたしまして、平沢地区の街なみ環境整備にかか

わる事業を計上いたしております。 

 次のページをお願いいたします。６８、６９ページ、続いた２節の都市計画債につきましては、広丘東通線、

西通線といった都市計画街路整備、あるいは中心市街地のまちなか環境整備にかかわる市債でございます。 

７目消防債につきましては、上西条、それから太田地区の消防詰所の建てかえにかかわる起債を計上いたしま

した。 

最後の教育債、小学校債につきましては、学校教育施設等整備事業債で洗馬小学校の大規模改修工事を実施す

るものでございます。次のページをお願いいたします。 

３節社会教育債の中の合併特例事業債（文化会館）につきましては舞台照明設備の改修、また地域活性化事業

債（総合文化センター）につきましては、エレベーターの改修にかかわるものでございます。 

 最後の臨時財政対策債につきましては、地方財政計画に基づきまして前年度より１億４，０００万円余減額の

１１億７，５００万円余を計上するものでございます。歳入は以上でございます。 

戻っていただきまして７ページをお願いいたします。７ページ、第２表債務負担行為でございますけれども、

土地開発公社の借り入れに対する債務保証のほかに、合併処理浄化槽排水設備の資金融資に対する損失補償、ま

た指定管理につきましては、塩尻情報プラザとインキュベーションプラザにかかわるものでございます。今泉南

テクノヒルズ基盤整備事業につきましては、産業団地にかかわります土地開発公社への用地費の支払いにつきま

して、前年度、３４年度までの債務負担行為を設定してございましたけれども、それを３７年度までに延長する

ものでございます。 

次のページをお願いいたします。８、９ページ、第３表地方債につきましては、先ほど起債のところで説明を

申し上げましたそれぞれの起債の目的、限度額、起債の方法等を定めるものでございます。説明は、以上でござ

います。よろしくお願いいたします。 

○委員長 それでは、委員の皆さんから質問ありましたらお願いします。 

○柴田博委員 ２３ページの真ん中あたりの放課後児童クラブ利用者負担金とその下のキッズクラブ利用者負

担金ですけれども、説明の中で放課後児童クラブのほうは３０５人、キッズクラブのほうは５１人という説明だ

ったんですけども、放課後児童クラブのほうは今年度までの利用者は、もっとずっと多いんじゃないかと思うん

ですが、このくらいの人数しか有料化した場合には、登録しないだろうということなんでしょうか。そこら辺こ

とがもしわかれば。 

○財政課長 キッズクラブを新たに導入する際に保護者に対してアンケートをさせていただくっていうことは、

説明をさせていただきました。そのアンケートの中で利用見込みが出ておりまして、それに基づいた利用者数を

計上したということでございます。 

○柴田博委員 ちなみに今年度の放課後児童クラブの利用者数、もしわかればでいいですけど、と比べたらどれ

くらいの数になるのか、ちょっと知りたいんですけど。 



 

 

○財政課長 手元に資料ございませんので、調べて後ほど答弁させていただきます。 

○柴田博委員 お願いします。 

○委員長 ほかにはございませんか。 

○柴田博委員 ２７ページの一番上の雇用促進住宅使用料の関係ですが、雇用促進住宅が市営になったときと比

べるとあいている部屋が非常に多くなっているというふうに思いますし、見ているわけですが、この金額という

のはどれくらいの利用率と言いますか、入居率と言いますか、で見てるのか、もしわかったらお願いします。 

○財政課長 担当係長にお願いします。 

○財政係長 入居率７０％で見込んでいるものでございます。 

○柴田博委員 ７０％というと何戸分になるんですか。 

○財政係長 戸数まではわからないので、ちょっと後ほど報告をさせていただきます。７０％で収納率９６％。

ちょっと戸数は、じゃあ後ほど。 

○委員長 ほかにはございますか。 

○森川雄三委員 ワイン債がね、今年度最後、お支払いを、償還をするということなんですけれども、新たにシ

ティプロモーションも今年度からやるというようなことからして、塩尻市をしっかりと売り出すというようなこ

とから考えると、もう一度こんなような感じのね、公債を発行したらいかがなものかと思いますけど、その点は

どんなもんですか。 

○財政課長 ワイン債につきましては、市民交流センターの建設の際に発行をさせていただきました。ワイン債

の考え方といたしましては、財源の調達もそうですけれども、市民の皆さんが財政運営に参画をしていただくと

いうものが大きな目的でございます。したがいまして、今後、そういった意味で参画していただくための事業、

シンボル的な事業が出てまいりますれば、市民公募債の発行について検討をしていきたいというふうに考えてお

ります。 

○森川雄三委員 余裕がありゃあね、これはやっぱり私は塩尻市を売り出すためにはね、ワイン債であるとか、

漆器債であるとかね、いろいろいいんじゃないか。そんなようなの出してどんどんと、少し宣伝をしていくとい

うことは別に市内に限らず、また検討してみてください。  

 それとね、ちょっとこれ細かいやつだが、どこだっけな。パーセンテージが合併債の関係でね。合併特例債で、

あれは９５％だよね。１００％って書いてあるとこがあったが、これは間違いかい、どっか。いわゆる１０分の

１０という。１００分の１００か。１００分の９５じゃなくて、どっかへ行っちゃったな。プリントミスか、そ

んなことはないよね。それじゃ、９５じゃなくて、１００っていうのもあるの、過疎債じゃなくて、合併。ここ

にある、どっか見てみ。ちょっと調べて。なかったっけ。ちょっといい、もう１回、それじゃ、後で。もう一度

調べてから。 

○柴田博委員 ３３ページの一番下のほうの生活保護費の国庫負担金ですけど、そこに計算式が書いてあって３

億５，０００万円余というふうになってるんですが、４１ページの県の方を見ると６００万円の４分の１という

ふうになってるんですけど、県はこれくらいしか負担してないということなんですか。 

○財政課長 ４１ページの県の負担金につきましては、市が支弁した保護費に対しての４分の１でございまして、

国が４分の３ということでございます。県は４分の１ということです。 



 

 

○柴田博委員 国は４分の３負担して、残りの４分の１のうちの４分の１を県が負担する、そういうことでいい。 

○財政課長 そういうことです。 

○柴田博委員 そういうこと。じゃ、いいです。 

○森川雄三委員 わかった。過疎債でいいけど、それじゃ、１００％だが、６７ページ。要するに雨量計のやつ

さ。２８８万円の１００％なら２８８万円じゃないの、こっちは。２８０万円じゃん。 

○財政課長 起債の借り入れの単位につきましては、１０万円単位ということで統一をさせて、今まで運用して

きております。 

○森川雄三委員 そういうことか。なるほど。それだで、これでいいわけか。 

○財政課長 はい、これで結構です。 

○森川雄三委員 それは、申しわけない。 

○委員長 ほかに。 

○山口恵子委員 ３５ページの臨時福祉給付金と子育て世帯臨時特例給付金についてですが、今年度の事業でも

対象者に対して１００％ではなかったような気がします。それで期間も延長して対応していただいたと思います

が、この計算式の対象をどのように見込んでいるのか、期間もどのような見込みかわかればお聞きしたいと思い

ます。 

○財政課長 まず臨時福祉給付金でございますが、対象者は１万８６５人、それから子育て世帯臨時特例給付金

でございますが９，３５５人を見込んでおります。いずれにいたしましても支給開始につきましては、１０月と

いうようなことでございます。把握の時期につきましては、臨時福祉給付金が２７年１月１日現在の基準日、子

育て世帯が５月３１日ということでございます。今年度もそうでございましたように、申請がなかなかない場合

につきましては、その状況を見ながらまた期間の延長、こういったものを検討してまいりたいというふうに考え

ています。 

○委員長 いいですか。ほかにはございますか。 

○議長 ５０ページの寄付金ですが、随分ことしふえてるんだけど、具体的にこんだけふえること、どういう計

画でふやしているのか。 

○財政課長 寄付金でございます。 

○議長 はい。 

○財政課長 ２，７４０万円の増額でございます。前年度の４０万円につきましては、民生費の寄付金で、いわ

ゆるこれは目出しでございました。２７年度につきましては、ここで具体的な寄附金が出てまいりまして、先ほ

ど申し上げましたように、総務費寄付金につきましては、ふるさと寄附金の拡充事業もございまして５２０万円、

あるいは上西条の消防の詰所の建設の寄附金が具体的になってきております。また、民生費の寄付金につきまし

ては、従来どおりの目出しの４０万円のほかに、大門三、四番町の介護予防拠点施設の地元寄附金１，６００万

円余が計上されているという内容でございます。 

○委員長 ほかにはございますか。よろしいでしょうか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 それでは、ないようでございますので、自由討議を行います。ありませんか。 



 

 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 次に討論を行います。ありませんか。 

○柴田博委員 全体的に見て反対するものではありませんが、歳出の中の監査委員費のところですけれども、や

はり今までせっかく専任の事務局長を配置してきちっとやってきたのを、またもとに戻すというのはどうかなと

いうふうに思っています。そういう意味で予算上はこれで決まっちゃうのかもしれませんが、できたら専任の事

務局を配置していくように検討していただきたいということを申し上げたいと思います。以上。 

○委員長 ほかにはございますか。 

ないようですので、議案第２２号平成２７年度塩尻市一般会計予算中、歳入全般、歳出は当委員会に付託され

た部分について、原案のとおり認めることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、議案第２２号については、全員一致をもって可決すべきものと決しました。 

○財政課長 先ほど柴田委員さんから御質問ございました放課後児童クラブの２６年度の登録者数でございま

すが、６０３人ということでございます。 

○柴田博委員 半分になるのか。 

○財政課長 そうですね、３０５人。はい、そういうことです。 

○委員長 さっきのあの戸数だかは、まだわからんかな。それじゃ、後わかった時点で。それでは、次に進みま

す。 

 それでは、１０分間休憩をいたします。１１時ちょうどに始めます。 

午前１０時５２分 休憩 

――――――――――― 

午前１１時００分 再開 

○委員長 それでは、休憩を解いて再開をいたします。 

○財政課長 恐れ入ります、先ほど一般会計の歳入で、柴田委員さんから御質問のございました雇用促進住宅の

入居状況でございますけれども、定員８０人のところ現在５３人ということでございまして６６％でございます。

歳入につきましては、この６６％を入居率７０％で見させていただいたということでございますので、よろしく

お願いいたします。 

○委員長 それでは、よろしいですね。次、進みます。 

────────────────────────────────── 

議案第２３号 平成２７年度塩尻市国民健康保険事業特別会計予算 

○委員長 議案第２３号平成２７年度塩尻市国民健康保険事業特別会計予算についてを議題といたします。説明

を求めます。 

○市民課長 それでは、議案第２３号平成２７年度の国保事業特別会計予算について御説明をさせていただきま

す。予算書の３６１ページをごらんください。平成２７年度の国保事業特別会計予算の総額につきましては、第

１条にございますけれども、８３億１，３５４万６，０００円でございます。前年度対比では８億８，８７４万

６，０００円、１２％の増となっております。増額の主な理由ですけれども、歳入歳出ともに７款にございます



 

 

けれども共同事業がございます。そのうちの保険財政共同安定化事業の対象医療費が拡大されることによりまし

て、９億円余り増額になりまして予算規模がふえております。 

 それでは、歳出から説明をさせていただきますので、３８１、３８２ページをお願いいたします。歳出の１款

１項１目の一般管理費ですけれども、説明欄の２つ目の白丸、国保事務諸経費の中の主なものにつきましては、

下から６つ目の黒ポツの電算化共同処理事業委託料２７４万円とその２つ下の黒ポツ、レセプト点検業務委託料

２４４万円余で、いずれも長野県国保連合会へ委託するものでございます。 

 次、２目の連合会負担金については、県国保連合会への負担金でございます。 

 ２項１目の賦課徴収費では、備考欄２つ目の白丸、賦課徴収事務諸経費がございますけれども、主なものにつ

きましては、次のページになります。次のページの上から５つ目と６つ目にありますけれども、税情報等システ

ム改修委託料と税情報等システム使用料が主なものでございます。 

次、２款１項の療養諸費でございますけれども、こちらは一般被保険者分と退職被保険者分とに分れまして、

さらにそれぞれ療養給付費と療養費に分れております４つの目となっております。１目の一般被保険者療養給付

費につきましては４０億９，８７０万円、前年度対比で２．２％の増。２目の退職被保険者等療養給付費につき

ましては３億６，１６０万円で１５．９％の減。次に３目の一般被保険者療養費５，０５０万円、０．８％の減。

次のページになりますけれども、４目退職被保険者等療養費は５００万円で、２％の増をそれぞれ見込んでいる

ものでございます。これらにつきましては、今年度の給付実績見込みをもとに見込んでおります。 

次、２項の高額療養費につきましては、１カ月の窓口負担金がその世帯の所得状況に応じまして、限度額を超

えた場合に支払っているものでございますけれども、１目の一般被保険者分が５億３，０５０万円、２目の退職

被保険者分は６，２００万円をそれぞれ見込んでおります。３目と４目の高額医療・高額介護合算療養費は、医

療費と介護サービス費の１年間の自己負担額が限度額を超えた場合に支払うもので、３目の一般被保険者分、４

目の退職被保険者分ともに前年度と同額としているところであります。 

次のページをお願いいたします。４項１目の出産育児一時金は前年度と同額で９５件分、３，９９０万円を計

上しております。 

３款１項１目の後期高齢者支援金等は、後期高齢者医療制度の医療費約４０％を７４歳以下の被保険者の保険

税から支援するもので、９億４，６００万円余を計上しております。 

次のページをお願いいたします。このページの一番下になりますけれども、６款１項１目の介護納付金、これ

につきましては、４０歳から６４歳までの被保険者の保険税から介護給付費の約３０％を負担するもので、３億

４，８００万円を計上しております。 

次のページをお願いいたします。７款１項１目の高額医療費拠出金、これにつきましては、県の国保連合会が

事業主体となりまして、保険者である市町村からの拠出金により県単位で財政調整を行っている制度であります。

説明欄の１つ目の黒ポツの高額医療費拠出金につきましては、１件当たり８０万円を超える医療費を対象に、２

つ目の黒ポツの保険財政共同安定化事業拠出金は、８０万円までの医療費を対象にそれぞれ拠出を行っておりま

して、合わせて１７億７６０万円ということでございます。この保険財政共同安定化事業につきましては、先ほ

どちょっと申し上げましたが、平成２６年度までは対象医療費が３０万円を超え８０万円までという対象でした

けれども、２７年度からは８０万円までの全ての医療費が対象となるために、９億４，７００万円ほど増額とな



 

 

っているものでございます。 

○健康づくり課長 ８款保険事業費１項１目特定健康診査等事業費ですけれども、特定健診とその結果に基づく

特定保健指導によりまして生活習慣病の発症予防、それから重症化予防を図ろうとするもので、主なものは下か

ら３つ目の黒ポツ、特定健康診査委託料でございますが、健康づくり事業団に委託をして行うものでございます。 

○市民課長 それでは、引き続きまして私のほうから次の３９３、３９４ページをお願いいたします。２目の疾

病予防費ですけれども、人間ドック等補助金として１，１１０万円でございます。 

 では、次のページをお願いいたします。１１款１項の償還金及び還付加算金につきましては、所得構成などに

よります保険税の過年度の還付分として計上をしております。歳出の説明は以上になります。 

 続いて歳入の説明をいたしますので、３６９、３７０ページにお戻りをいただきたいと思います。１款の国民

健康保険税につきましては、一般、退職合せまして１５億８，９１０万円で、前年度対比では３１０万円、０．

２％の増ということで計上をしてございます。 

 そのページ下の３款１項１目療養給付費等負担金でございますけれども、これは国が３２％相当を負担するも

ので、１つ目の黒ポツ、一般被保険者の療養給付費に対しまして８億２，５００万円余、後期高齢者支援金に対

しまして２億７，９００万円余、介護納付金に対しまして１億１，１００万円余を、それぞれ予定をしておりま

す。 

 次のページをお願いいたします。２目の高額医療費共同事業負担金につきましては、国が拠出金の４分の１を

負担するもので４，６７０万円、それから３目の特定健康診査等負担金は、３分の１を負担するもので１，０４

８万円余がそれぞれ交付される予定となっております。 

 ２項１目の財政調整交付金ですけれども、１つ目黒ポツ、普通調整交付金は、一般被保険者の医療給付費や後

期高齢者支援金などに対しまして２億７，８００万円余。次の黒ポツ、特別調整交付金につきましては、被保険

者の年齢構成や所得水準など、保険者の責任によらない特殊事情により交付されるもので６，９００万円を予定

しております。 

 ４款１項目の療養給付費等交付金、これは退職被保険者等の療養給付費に対して、被用者保険側から支払われ

るもので、４億６，３６０万円の交付を予定しております。 

次のページをお願いいたします。５款１項１目の前期高齢者交付金につきましては、６５歳から７４歳までの

前期高齢者の医療費に応じまして交付されるもので、１８億９，９００万円を見込んでおります。 

次、６款の県支出金ですけれども、先ほど国庫支出金のとこでも御説明しましたように、高額医療費共同事業

負担金、特定健康診査等負担金、財政調整交付金がそれぞれ県から支出されるものでございます。 

７款１項１目の共同事業交付金、これは歳出の共同事業拠出金のところでも御説明いたしました国保連合会が

事業主体となり、県単位で財政調整を行っているものでございます。高額医療費共同事業で１億７，７００万円、

保険財政共同安定化事業で１５億５，０００万円が、それぞれ交付される予定となっております。 

それでは、次のページをお願いいたします。９款１項１目の一般会計繰入金、このうち１節の保険基盤安定繰

入金から５節の財政安定化支援事業繰入金までにつきましては、それぞれルールにつきまして一般会計から繰り

入れているものでございます。また、６節のその他一般会計繰入金につきましては、そこに内訳はございません

けれども、内訳としましては、特定健康診査等の保険事業費の繰入金が４，４３１万８，０００円、それから財



 

 

政支援の繰入金が６，７５０万円として計上しております。財政支援繰入金つきましては、平成２５年、２６年

度につきましては、それぞれ１億３，５００万円ずつ繰り入れをしていただいておりましたけれども、国の医療

保険制度改革によりまして、国保への財政支援の拡充ということで、新たに平成２７年度から保険者支援制度を

拡充するということで、全国の市町村国保に１，７００億円の公費が投入されるということが決定されたことを

受けまして、６，７５０万円というところで計上させていただいているところでございます。ただ、この投入さ

れる１，７００億円の市町村ごとの明細につきましては、予算編成の時期に具体的数値が示されておりませんで

したので、その次の基金繰入金６，７５０万円を計上しまして、予算を調整してあるところでございます。特別

会計の説明は以上になります。 

○委員長 それでは、委員の皆さんから質問ありましたら、お願いします。 

○柴田博委員 歳入のところで、最後の説明のあったところなんですけれども、一般会計からの繰り入れという

のは、そうすると結局２７年度については幾らになるわけでしょうか。 

○市民課長 財政支援分として入れていただくのは、先ほど申しました６，７５０万円を当初予算としては計上

しております。ただ、先ほども話しました国の保険者支援制度の拡充ということになりますと、３７５、３７６

ページにあります２節の保険者支援分、これが具体的数値が固まりますと増額になるという予定になっておりま

す。以上です。 

○柴田博委員 もうちょっとわかりやすくお願いします。 

○市民課長 国で１，７００億円新たに投入するという数字ですけれども、２５年度決算の全国の市町村の赤字

補填分で一般会計から繰り入れている分が３，５００億円と言われております。１，７００億円となりますと約

半額が投入されるということになりますので、一般会計からの保険者支援分の繰り入れがその程度ふえるであろ

うということでございます。そんな中で、当初予算では財政支援分の一般会計の繰入金を６，７５０万円で計上

しておりまして、ただ、２節の保険者支援分のほうにつきましては、その金額を見込んでございません、当初予

算では。ですので、今後１，７００億円の市町村ごとの配分金が確定した時点で、こちらのほうを増額補正させ

ていただいて、実際に６，７５０万円に追っつくかどうかちょっとわかりませんけれども、そちらのほうに振り

かわっていくようなイメージで持っております。 

○柴田博委員 前に計画した５年間の計画の中で、毎年とりあえず２６から２８年か、については、国保税率を

上げることによって半分負担して、一般会計から繰り入れることによって半分負担して、不足を予定する額の半

分ずつそれぞれ負担するということだったというふうに思うんですが、その額は、２７年度分については当初の

計画の中では幾らだったんですか。 

○市民課長 ２５、２６、２７の３年間を前期の財政運営期間としてやっておりまして、その中では毎年１億３，

５００万円ずつという予定ではございました。先ほども言いましたが、国の保険者支援制度の拡充で、今までや

っていた財政支援のほうの金額を出さなくてもですね、保険者支援分として一般会計から繰り出すことになるも

んですから、６節から２節のほうに振りかわる予定でおります。ただ先ほども言いましたように当初予算編成の

段階では、２節の金額が幾らふえるかまだ確定しておりませんでしたので、その分については当初予算には見込

んでございません。 

○柴田博委員 国が１，７００億円の中から一定の額を入れてくれるというのは、それはそれでいいことだと思



 

 

うんですが、それとは別に税率アップの分については、それで２７年度の分も税率アップした額で徴収するわけ

ですよね。そうすると一般会計からも予定どおり１億３，０００万円を出してもらって、その上になおかつ国か

ら支援分があるなら、それを全体の額に加えるということが筋じゃないかと思うんですけれど、そうはしないわ

けですか。 

○市民課長 ２節の保険者支援分につきましては、全額国から来てるわけではございませんで、一般会計のほう

のですね、歳入の３３ページになりますけれども。３３ページの２目の民生費国庫負担金の１節社会福祉費負担

金の上から３つ目の黒ポツに国民健康保険基盤安定負担金というのがございます。これが保険者支援分として一

般会計から繰り出している金額の２分の１を国が負担してくれるということでございます。ですので、全額国が

見てくれるというわけではなくて、一般会計からもその分繰り出しをしているものですから、そちらのほうがふ

えれば財政支援分として、繰り入れているほうは減らしてもいいんではないかという考え方でやっております。 

○柴田博委員 わかんないけど、ちょっともう１回考える。１：１７ 

○委員長 ほかにはございますか。 

○山口恵子委員 ３９２ページ、高額医療費の関係ですけれども、２７年度から対象者が３０万円以内の方も対

象者が拡大されるということで、先ほど説明お聞きしましたけれども、２６年度の人数どのくらい、３０万円ま

での方の医療費のかかっていた人数がもしわかりましたら。 

○市民課長 具体的な人数についてはですね、今ちょっとわかりません。ただこの金額の算出の仕方につきまし

ては、過去３年分、２７年度の予算でいきますと、２５、２４、２３年と確定している３年分の医療費の総額が、

全県の中の医療費の総額に対して、塩尻市が幾ら医療費があったかという割合で算出をされております。とうい

うことで、ちょっとそれに対象になっている人数については、今は正確にはわかりません。 

○山口恵子委員 そうしますと、過去の医療費を見て、２７年度は対象者がふえた分も含めた上での算出で、こ

の予算額という理解でよろしいですか。 

○市民課長 医療費につきましては、３０万円以上にかかわらず１円の方から国保連合会にデータがございます

ので、そのデータを使いまして、先ほどいった過去の３年間分の１円から８０万円までの医療費を算出して、こ

の拠出金が計算されるということになります。以上です。 

○山口恵子委員 わかりました。 

○委員長 ほかにはございますか。 

○柴田博委員 ３７２ページの真ん中よりちょっと下の社会保障・税番号制度システム整備補助金ですが、これ

はマイナンバーの関係だと思いますが、国保事業に関しては、どん形でかかわてくることになるんでしょうか。 

○市民課長 賦課徴収の分でシステムを使っておりますので、それの改修分として補助金を受けるものでござい

ます。 

○柴田博委員 マイナンバーを使うことによって、どういう形で番号を利用するようになるわけ。 

○市民課長 今度はですね、個人を特定するために給付との場合に個人番号を使うということが想定をされてお

ります。 

○柴田博委員 今までは名前なりでやっていたやつを、その番号で全部やるようになるということなんですか。 

○市民課長 今はですね、国保独自の番号ございますけれども、今後はマイナンバーのほうに移行していくんで



 

 

あろうと思いますけれども、当面は並行して使うような形になるかと思います。 

○柴田博委員 はい、いいです。 

○委員長 ほかにございますか。 

 ちょっと聞きたいんですが、２８年からまた国保税値上げするみたいな予定になってるよね、当初の５年計画、

さっき柴田委員から言われた。国からの補助金というか、そういうのが少しふえたりして、１年間やってみなき

ゃわからないんだけど、なからこのとおり、予定どおりいくとしても上げざるを得ないということでしょうか。 

○市民課長 今の時点ではちょっと何とも申し上げられないんですが、先ほども言いましたように２７年度から

国のほうで国保の基盤強化ということで１，７００億円の公費を投入すると。さらに都道府県化になる３０年度

の前の年、２９年度には３，４００億円を投入するというふうに今のところ言っております。となりますと、さ

っきも言いましたように３，５００億円の全国の市町村国保の赤字分のほとんどが、国の方で補填されるという

ことになるもんですから、それが具体的数字がわかればですね、じゃあ、その分で医療費の見込みからどのくら

い歳入が不足するかっていうのも計算できるんですけれども、今のところは、総体の金額しか情報がないもんで

すから何ともわかりません。あと９月の決算と補正予算でお願いしましたが、２５年度決算が予定より大分好決

算で済みましたので、その財政計画を立てたときに予定になかった１億４，０００万円を基金に積み増すことが

できております。ですので、その基金の活用とあとは国の財政支援の状況を見ながら、２８年、２９年の財政運

営はまた試算してみないと、今のところは上げなきゃいけないのか、上げなくてもいいのかっていうことは、何

とも申し上げられない状況です。以上です。 

○委員長 ほかにございますか。よろしいでしょうか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 なければ、これより自由討議を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 討論を行います。ありませんか。 

 ないようですので、議案第２３号については、原案のとおり認めることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、議案第２３号平成２７年度塩尻市国民健康保険事業特別会計予算については、全員

一致をもって可決すべきものと決しました。次に進みます。 

────────────────────────────────── 

議案第２７号 平成２７年度塩尻市国民健康保険楢川診療所事業特別会計予算 

○委員長 議案第２７号平成２７年度塩尻市国民健康保険楢川診療所事業特別会計予算を議題といたします。説

明を求めます。 

○健康づくり課長 それでは、予算書４６８ページをお願いをいたします。塩尻市国民健康保険楢川診療所事業

特別会計予算でございますけれども、第１条のところで歳入歳出予算の総額は、それぞれ１，３３０万６，００

０円と定めるもので、前年度比２１５万５，０００円、１６．２％の増でございます。楢川診療所につきまして

は、本年度から医療法人社団敬仁会による指定管理が始まっておりまして、２７年度は２年目となります。 

 では、歳出から御説明をいたします。４７６、４７７ページをお願いをいたします。１款総務費１項１目一般



 

 

管理費ですけれども、説明欄１つ目の黒ポツ、営繕修繕料につきましては、医師住宅の軒天の修繕に係る費用で

ございます。それから３つ目の黒ポツ、指定管理料３００万円につきましては、医療法人社団敬仁会に支払うも

ので、本年度と同額でございます。指定管理になって主に変わった点と申しますと、送迎サービスが始まったこ

とが大きな変更点でございます。 

それから３款公債費の元金と利息ですけれども、それぞれお示しした金額でございますが、合せまして６２４

万円余でございまして、元金が増額となっておりますのは、２３年度の過疎債の元金償還が始まったことによる

ものでございます。 

では、歳入のほうを申し上げます。４７４、４７５ページをお願いをいたします。２款繰入金の他会計繰入金、

一般会計繰入金でございますけれども、本年度比２１６万円ほどの増額となっております。説明は以上でござい

ます。 

○委員長 それでは、委員の皆さんから質問ありましたらお願いします。よろしいでしょうか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 それでは、質疑を打切り、討論を行います。ありませんか。 

ないようですので、議案第２７号については、原案のとおり認めることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、議案第２７号平成２７年度塩尻市国民健康保険楢川診療所事業特別会計予算につい

ては、全員一致をもって可決すべきものと決しました。次に進みます。 

────────────────────────────────── 

議案第２８号 平成２７年度塩尻市後期高齢者医療事業特別会計予算 

○委員長 議案第２８号平成２７年度塩尻市後期高齢者医療事業特別会計予算を議題といたします。説明を求め

ます。 

○市民課長 それでは、議案第２８号について説明をさせていただきます。予算書の４８０ページをお願いいた

します。平成２７年度の後期高齢者医療事業特別会計の予算総額につきましては、６億５，８４７万９，０００

円で、前年度対比では１，８５６万６，０００円、２．７％の減でございます。 

 それでは、歳出から説明をいたしますので４９２、４９３ページをお願いいたします。１款の総務費でござい

ますけれども、こちらは嘱託員の人件費などの１目の一般管理費とシステム使用料など２目の徴収費となってお

ります。 

 ２款１項１目の広域連合納付金につきましては、徴収します保険料等納付金が５億２，３５２万円、また一般

会計から繰り入れます保険基盤安定（保険料軽減）納付金１億２，２１０万円、それぞれを広域連合へ納付する

ものでございます。 

 それでは、歳入になります。４８６、４８７ページをお願いいたします。１款の後期高齢者医療保険料につき

ましては５億８５０万円で、前年度対比で３，１００万円、５．７％の減でございますが、広域連合の試算によ

るものでございます。 

 ３款の国庫支出金につきましては、システム改修にかかわる補助金ということでございます。 

 次のページをお願いいたします。４款１項２目の保険基盤安定繰入金でございますけれども、これは保険料の



 

 

軽減分を一般会計から繰り入れるもので、先ほど説明したとおり全額を広域連合へ納付するものでございます。

説明は以上です。 

○委員長 委員の皆さんから御意見ございましたら、お願いいたします。よろしいでしょうか。 

それでは、質疑を打切り、討論を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないようですので、議案第２８号については、原案のとおり認めることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、議案第２８号平成２７年度塩尻市後期高齢者医療事業特別会計予算については、全

員一致をもって可決すべきものと決しました。次に進みます。 

────────────────────────────────── 

議案第３３号 平成２６年度塩尻市一般会計補正予算（第６号）中 歳入全般、歳出１款議会費、２款総務費（１

項総務管理費１５目市民交流センター費を除く）、３款民生費中１項社会福祉費８目国民健康保

険総務費、９目後期高齢者医療運営費及び４項国民年金事務費、４款衛生費、９款消防費、１２

款公債費、第２条繰越明許費、第３条地方債の補正 

○総務部長 これからお願いいたします議案第３３号につきまして、一言私のほうからおわびを申し上げます。

先週補正予算の第７号、議案４１号を追加する際に副市長からもですね、議場におきましておわびの言葉を申し

上げました。担当部長といたしまして、議員の皆様には御迷惑をおかけいたしました。本当に申しわけございま

せん。議案第３３号正誤表の内訳にございますとおり、財産の貸付の中で旧柿沢苗圃の貸付料、プラスとマイナ

スとですね、原価のデータをそのまま精査することなくちょっと計上してしまいまして、議案送付したあとにで

すね、誤りに気づきまして正誤表という形をとらさせていただきました。当然にですね、予算にかかわるもの、

金額にかかわるものでございますので、訂正があってはならないわけなんですけれども、こういった自体に陥り

まして、担当部長としておわび申し上げます。なお、続いて議案の第４１号でお願いしました補正予算も追加で

ですね、予定させていただいたところでございましたので、予算総額を変えずに基金の繰入金のほうで調整をさ

せていただきましたので、あわせてよろしくお願いいたします。以上です。 

○委員長 今後気をつけていただきたいと思います。 

 それでは、議案第３３号平成２６年度塩尻市一般会計補正予算（第６号）を議題といたします。説明を求めま

す。 

○人事課長 議案第６号、最初に歳出、２５、２６ページをお願いしたいと思います。歳出全般にかかわりまし

て、私のほうから各課に共通してあります一般職員給料の補正について説明をさせていただきます。さきの条例

改正の中でも御説明申し上げましたが、本年１月の昇給月に行った１号俸抑制措置の分を１月にさかのぼって適

用しなくなったため、差額の１号俸分掛けるこの３カ月分を計上したものでございます。一般会計で総額１６４

万７，０００円になります。なお１人につき月に６００円から２，０００円の差額支給となります。各課の冒頭

にあります職員給与費の増額分は、これに相当するものでありますので、それぞれ担当課からの説明は省略させ

ていただきます。以上です。 

○議会事務局次長 それでは、１款議会費について御説明をいたします。２６ページの一番上、白丸の２つ目、



 

 

議会活動費１６４万円の減でございますが、これにつきましては、議員の費用弁償でございまして、特別委員会

等の行政視察が実施されなかったために減額をしたものでございます。以上でございます。 

○人事課長 続きまして、３つ目の白丸、職員給与費の２つ目の黒ポツ、一般職手当１億４，１２１万円余の増

額ですが、これにつきましては、今年度の退職職員のうち、当初予算に計上してありました定年退職者１１名を

除く、早期退職者５名分と普通退職者４名分の退職手当でございます。以上です。 

○安全・施設整備担当部長 その下の一般管理事務諸経費でございますが、印刷機等の使用料ということで７０

万６，０００円の減額でございます。これは、入札結果に伴いまして確定したものでございます。よろしくお願

いします。以上です。 

○財政課長 続きまして、５目財産管理費、基金積立金と土地開発基金繰出金でございます。各基金の利子の積

み立てにつきましては、利子の確定見込みにより増額補正をするものでございますし、元金積立金で増額となっ

ておりますのは、寄附金を積み立てるものでございます。以上でございます。 

○消防防災課長 続きまして、１３目防災防犯費、工事請負費の防災施設・設備等整備事業、黒ポツ、デジタル

移動系防災行政無線整備工事でございますが、これにつきましては、入札によります契約額の確定に伴い２億８，

０９３万９，０００円を減額するものです。以上です。 

○税務課長 続きまして、２７、２８ページをお願いします。２項徴税費２目賦課徴収費でございますけれど、

賦課事務諸経費、パンチオペレート業務委託料並びにその下、固定資産評価替等対応事業の評価替等対応事業委

託料でございますが、ともに事業確定に伴う減額でございます。以上です。 

○選挙管理委員会事務局長 同じページの４項選挙費になりますけれども、３目の県知事選挙費ですが、減額に

なっておりますけれども、８月１０日執行された県知事選挙費の確定に伴う減額をさせていただきました。次の

ページ、２９、３０ページですが、５目市長選挙費、これも９月２１日の執行の市長選挙費の確定に伴う減額を

させていただきました。以上です。 

○市民課長 それでは、次のページの３１、３２ページをお願いいたします。８目の国民健康保険総務費、それ

から次のページ、９目の後期高齢者医療運営費でございますけれども、それぞれ特別会計への繰出金を増額でお

願いしてございます。こちらにつきましては、保険税の軽減相当額を一般会計から特別会計に繰り出しておりま

すけれども、保険税の軽減分が確定したことによりまして、それぞれの特別会計へ繰り出すものでございます。

以上です。 

○健康づくり課長 それでは、３５、３６ページをお願いをいたします。４款衛生費１項１目保健衛生総務費の

説明欄、２つ目の白丸、天使のゆりかご支援事業１，５０１万円の増額でございますけれども、国の２６年度補

正予算、地域住民生活等緊急支援事業交付金を前倒しして、それに対応しようとする補正でございまして、この

歳入につきましては後ほど財政課長のほうから説明申し上げます。この金額については全額を２７年度に繰り越

すということを想定をしております。それから、３目保健対策費の２つ目の白丸、健康増進事業７１５万円余の

減額ですけれども、本年度事業の決算見込みにより減額補正をするものでございます。 

○環境推進担当課長 それでは、３７、３８ページをごらんいただきたいと思います。１項６目の環境保全費を

お願いします。白丸の公害防止対策事業の河川・湖沼水質検査委託料の７６万１，０００円の減でございますが、

これにつきましては、入札差金ということで補正をお願いするものでございます。 



 

 

 次、その下の白丸、地球環境保全事業の５９０万円につきましては、地域再生計画にかかわるものでございま

して、２７年度の予算から前倒しをして、２６年度の補正予算に計上するものでございます。次のポツ、再生可

能エネルギー設備導入普及事業補助金３００万円につきましては、ペレットストーブ・ボイラーの設備導入に係

る補助金の見直しにより、ペレットストーブにおいては、これまでの１０万円から２０万円に、ペレットボイラ

ーにつきましては、これまでの１０万円から５０万円に増額をするものでございます。これによってさらなる普

及を促進するものでございます。また、次のペレット燃料普及促進事業補助金２９０万円につきましては、新た

にペレット燃料の補助をするものでございまして、ペレットストーブ用の燃料につきましては、１０キロ当たり

１５０円以内、年１万８，０００円を限度に、それからペレットボイラー用燃料につきましては、１００キロ当

たり１，１００円以内で、年１００万円を限度に補助を行うものでございます。ペレット燃料を利用する方へに

ですね、ランニングコスト面からもその支援を行うことで、さらなる普及しやすい環境をつくっていくというこ

とでございます。ペレットの需要が高まってですね、地元でペレット生産がされて、それから流通と消費が地元

で継続的に行うことができれば、低価格で安定な燃料を利用者の皆さんに提供することができるようになります

ので、そんなことを踏まえ補助をするものでございます。なお、この補助金につきましては、ペレットストーブ

等機器が加速的に普及させるのに期待できる燃料価格である促進価格、それから実際に購入している流通価格と

の差を補助するものでございます。この補助につきましては、その２分の１が国庫補助金として地域再生戦略交

付金として交付をされます。 

続きまして白丸、高ボッチ高原・よみがえれ大作戦の高ボッチ高原整備工事につきまして、１２２万６，００

０円の減ということで、入札差金を補正をお願いするものでございます。 

次に７目の斎場施設維持整備費１３５万円の減でございますけれども、斎場設備改修工事に係る入札差金を減

額するものでございます。 

次に３項上水道費１目上水道施設費につきまして、白丸、簡易水道事業特別会計繰出金１８６万７，０００円

につきましては、水道事業会計の精算による増額でございます。以上でございます。 

○消防防災課長 それでは、４９、５０ページをお願いいたします。９款消防費１目常備消防費、５０ページの

説明欄一番上の白丸、広域消防負担金、最初の黒ポツ、松本広域連合負担金９４６万４，０００円につきまして

は、広域消防発足前に塩尻市で採用した広域消防局職員のうち１名が、本年３月３１日付で早期退職をするため、

退職手当特別負担金として計上するものであります。その下の黒ポツ、松本広域連合負担金（高速救急業務）に

つきましては、長野自動車国道における救急業務について、中日高速道路本株式会社からの支弁金の額が確定し

たことに伴い、広域連合に支払う負担金について５４４万９，０００円を減額するものであります。 

 白丸１つ飛びまして、消防団諸経費のうち消防団員退職報償金につきましては、退職者の確定により１，００

２万８，０００円を減額するものであります。 

その下の白丸、消防施設整備費、耐震性防火貯水槽設置工事６９０万円につきましては、国の補正予算による

財源措置に対応しまして、設置の計画を前倒しして耐震性防火貯水槽１基を洗馬芦の田に設置するものでありま

す。以上でございます。 

○財政課長 それでは、ページ飛んでいただきまして５３、５４ページをお願いいたします。１２款公債費でご

ざいます。５４ページの元金、それから次のページでございますが利子、償還金でございますけれども、この２



 

 

つにつきましては、確定見込みにより減額をするものでございます。５４ページの元金償還金につきましては、

２５年度債の確定と当初予算につきましては、年２回の償還を計上しておりましたけれども、償還額の確定、そ

れから償還日の確定によりまして年１回の償還となった、このことにより減額となったものが主な理由でござい

ます。 

 続きまして、歳入の説明をさせていただきますので、１３、１４ページをお願いいたします。主なところだけ

説明をさせていただきます。１３、１４ページのまず１款市税でございますが、現年度課税分、法人市民税とい

たしまして、４億６，０００万円余を充当させていただきました。 

また、その下の１０款、地方交付税につきましては、普通交付税の確定に伴いまして、２億円余の減額をここ

でお願いをするものでございます。 

次のページをお願いいたします。１５、１６ページ、国庫支出金、１６ページの一番上の説明欄でございます

が、がんばる地域交付金につきましては、２５年度の国の補正予算に伴いまして、２５年度に前倒しをした事業、

例えば学校非構造部材耐震化事業、約６億３，０００万円を前倒しをいたしましたけれども、この地方負担分に

対して交付されるものでございます。１０．２％の交付率ということで３，６００万円を今回計上させていただ

きました。 

それから説明欄１つ飛びまして、保育緊急確保事業費補助金１，５００万円余の計上につきましては、先ほど

新年度当初でも説明をさせていただきました。子ども・子育て支援制度への移行に伴いまして、地域の子ども・

子育て支援事業を支援するための３分の１の補助金でございます。子育て支援センター事業等に充当をすること

としております。 

それから１６ページ、これから以下につきましては、国の補正に伴いまして前倒した事業に対して交付される

交付金が計上してございます。多岐にわたりまして、この見積書ですと内容がわかりづらいために、本日予算概

要の資料を使って説明をさせていただきます。お配りした資料、補正予算への対応事業一覧ということでござい

ます。一番左側の欄に議案のページということで、歳入見積書のページと説明がございますので、あわせてごら

んいただきたいと思います。まず１ページの地域住民生活等緊急支援のための交付金、地方創生先行型でござい

ますけれども地方版の総合戦略、本市においてはこの３月までに策定をすることとしておりますが、これに位置

づけをいたします施策の実施に対し国が支援するものでございます。限度額が５，４６７万円ということで、具

体的には国の総合戦略をもとに、本市の総合戦略で定めております雇用の創出、地方への新しい人の流れ、結婚、

出産、子育て、こういった分野から５，４００万円に見合う４事業を２７年度の当初予算から抽出をいたしまし

て前倒しをしたものでございます。資料４事業ございますけれども、２番目の労働費雇用対策事業、子育て世帯

就労支援委託料、これは新規事業でございまして振興公社に委託をしてまいります。小学校６年生までの母親の

就労支援を行うということで、ＩＣＴのスキル習得ですとか、キャリアデザインの講座の開催を予定をしている

ところでございます。以下４事業ということになっておりますので、よろしくお願いをいたします。 

それから１ページの下段でありますが、地域再生戦略交付金につきましては、そこにございますようにＦパワ

ーを中心といたしました私どもの取り組みが、地方創生のモデル事業として地域再生計画の認定を受けておりま

す。この交付金につきましては、国の補助制度のない事業のすき間を補完する交付金ということで、補助率が２

分の１、あるいは３分の１ということでございます。３事業計上させていただいておりますが、木質バイオマス



 

 

の創出、それから需要環境の整備、あるいは都市と農村をつなぐ交通インフラ、また中心市街地の形成事業、こ

ういったものが認可をされておりまして、これに対応する３事業を前倒しをしたものでございます。 

表の２段目、土木費の輸送対策事業、地域振興バスの購入費は、２８年度の実施計画から前倒しをさせていた

だきました。その下のまちなか環境整備の空間デザイン負担金につきましては、将来の中心市街地の商店街の姿、

イメージづくりのガイドラインを作成をしていこうというものでございます。 

資料をめくっていただきまして２ページでございますけれども、その他交付金につきましては、これまでの２

つ以外の交付金以外で、各省庁による前倒し事業に対応したものでございます。この中に洗馬小学校から北小野

保育園までペレットストーブの設置費用がございます。これにつきましては、先ほどの地域再生戦略交付金の対

象ともなりますけれども、先ほど申し上げましたように補助制度のないすき間補助でございますために、今回は

補助制度で前倒しをいたしました森林整備加速化補助金、これを前倒しをしてこちらのほうに計上したものでご

ざいます。それからこのページの一番下、ふれあいプラザの運営事業の結婚・出産応援講座委託料につきまして

は、男女共同参画課の新規事業でございまして、こちらは結婚・出産前の女性を対象といたしましたライフプラ

ン、あるいはファイナンシャルプランについての対象講座を実施することとしております。以上が交付金の説明

でございました。 

恐れ入ります、戻っていただきまして１６ページをお願いいたします。６目土木費国庫補助金以降、社会資本

整備総合交付金（道路）、それからその下のほうにありますが社会資本整備総合交付金（塩尻地区）、この補助金

が大きな減額でございます。ともに事業費の確定に伴う減額でございますけれども、国の事業費の内示率の減に

よるものが大きな要因でございまして、(道路)につきましては、幹線道路整備にかかわるものでございますが、

内示率が６４％、それから（塩尻地区）につきましては、都市計画街路事業を対象とするものでございますが、

内示率が５１％という内示率になったために減額を行わさせていただくものでございます。 

次のページをお願いいたします。こちらも先ほど交付金の説明と重複しますので、省略をさせていただきます。 

１９、２０ページをお願いいたします。１６款財産収入１目財産貸付収入につきましては、説明欄２０ページ、

旧柿沢苗圃貸付料につきまして、８２万７，０００円の増額から８２万６，０００円の減額の訂正をさせていた

だきました。このページの一番下、市有地売払収入につきましては、全協でも説明申し上げましたとおりに、サ

ン・ビジョンのワイナリー建設用地として２，９００平米余を売り渡しをいたしまして、収入額６７０万円余を

計上したものでございます。したがいまして、旧柿沢苗圃の貸付料はその分減額となるわけでございますが、減

額後の額を計上してしまったということでございまして、この場をお借りし、改めておわびを申し上げたいとい

うふうに思います。 

それから、その下の利子及び配当金につきましては、各基金利子の確定見込みにより補正をするものでござい

ます。 

次のページ、２１、２２ページをお願いをいたします。１７款寄付金につきましては、現段階で確定になって

いるものについて、補正をさせていただくものでございます。 

１８款繰入金につきまして、財政調整基金繰入金でございます。市税の収入見込みを踏まえまして、今回繰り

入れ戻しをするものでございますけれども、先ほどの財産貸付収入との絡みによりまして１６５万３，０００円

増の繰入金に訂正をさせていただいたものでございます。 



 

 

あと２１款市債の補正につきましては、先ほどの国庫補助金の説明、それから各起債対象事業の事業費の確定

によるものでございますので、説明につきましては省略をさせていただきたいと思います。 

最後でございますが、５、６ページへお願いいたします。第２表繰越明許費につきましては、国の補正予算に

対応いたしまして前倒しをした事業が１億５，０００万円余、それから事業の進捗状況に伴いまして２７年度へ

繰り越すものが３億４，０００万円余ということで、合計４億９，０００万円余を繰り越すものでございます。 

恐れ入ります７、８ページ、第３表地方債補正につきましては、先ほどの事業費の確定に伴い、それぞれの起

債の限度額を変更するものでございますし、次の９ページにつきましては、国の補正により前倒し分を追加をす

るものでございます。以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長 それでは、ここでお昼休憩にいたします。１時５分からお願いします。 

午後 ０時０５分 休憩 

――――――――――― 

午後 １時０５分 再開 

○委員長 それでは、休憩を解いて再開いたします。 

 午前中に引き続きまして、議案の第３３号の質問を委員の皆さんから受けたいと思います。ありましたらお願

いします。 

○柴田博委員 ２６ページの一番下のデジタル移動系防災行政無線の関係ですが、補正額の前と後を比べると補

正額が２億８，０００万円余で、補正後は１億７，７００万円ということで、補正額よりも補正後の額のほうが

小さいというそういう状況になってるんですが、この中身をもうちょっと具体的に説明してください。 

○消防防災課長 さきの議会で契約の折に議案で提出いたしました契約額がですね、全体で２億９，２２０万４，

８００円でございました。年度ごとの予算になってございますので、その中で当初４億３，０００万円を本年度

の予算で計上したところでございますけど、その２カ年で事業を行います一応本年度分につきましては、１億４，

９０６万円余が本年度分の予算、新年度のほうが１億４，３１４万円余ということでございます。ですので、当

初予算４億３，０００万円盛ってございましたけれど、本年度分の事業に係る部分１億４，９００万円余を引い

た残りの分ですね、それが契約の確定に伴いまして不用になって減額する分でございまして、２億８，０９３万

９，０００円を減ずるというものでございます。 

○柴田博委員 総務費の同じところでも聞きましたけれども今年度の当初予算の中身は、２７年度の予算に入っ

てる１億４，０００万円の分も２６年度の分に入ってたと、そういうことですか。そうじゃない。 

○消防防災課長 いや、一応単年と言いますかね、その年度ごとの予算の計上の仕方をしなければいけませんの

で、あくまでも本年度の予算は本年度の予算で、当初見たというものでございます。 

○柴田博委員 それが４億５，８００万円余だったのが、２億８，０００万円くらいになったという、安くでき

たっていうことですか。 

○消防防災課長 そうですね、入札の結果そのような額になったということでございます。 

○柴田博委員 そうすると、その安くなった部分というのは、どんな部分が安くなったのか、もしわかれば教え

てください。 

○消防防災課長 全体の実施、一応予算組みますときに、実施設計と言いますか設計とりまして予算計上してい



 

 

くわけですが、契約の折の議案のときにも説明をさせていただきましたけど、その業者が受けるに当たりまして

ですね、業者側の積算と言いますか、そういった中で当初、私どもの積算したものは積算の額として、それで落

した業者のほうはですね、たまたまほかでもこういった事業が進んでいるという中で、パッケージではないです

けど、そういった部分の中で融通できる部分があるということで、企業努力ではないですけどそういった形で経

費を積算してきたところ、業者のほうは安く入札をしてきたということでございます。 

○柴田博委員 ま、いいや。はい、いいです。 

○委員長 ほかに。 

○副委員長 ３４ページをお願いします。民間保育所支援事業の負担金があるわけでございますが、１，９００

万円余減になっておるわけですが、民間企業にとってはこれだけのお金っていうのは、ものすごいあれだと思う

んですが、どんな理由で減になったかそこら辺をお願いします。 

○柴田博委員 違うんじゃない。範囲が違うんじゃない。 

○副委員長 いけない、済みません。それじゃ、違う質問をさせてもらいます。申しわけありません。 

国交省の関係の国の内示が大分減っているということで、６４％とかいろいろあったわけでございますが、そ

れぞれ国には事情はあると思いますが、去年がとれなかったのについては、ことし何だかの形でその分を予算に

計上してあるのかどうか、要は達成率っていうのは当然考えていくわけですので、幹線道路の整備率や何かはで

すね。そこら辺はどうでしょうか。 

○財政課長 社会資本整備総合交付金の道路、あるいはまた塩尻地区、内示率が低かったわけでありますけれど

も、両事業ともこの事業間の中での流用、路線と路線との流用というものもできますので、優先すべき事業、例

えば２６年度で完了すべき事業については、そこに集中的にこの交付金を充当して、残りのものについては２７

年度以降に先送りをすると、こういったケースもございます。したがいまして、２７年度の当初予算につきまし

ては、先送りをされた事業経費を計上させていただいているという状況でございます。 

○委員長 ほかにございますか。 

○山口恵子委員 ３８ページの地球環境保全事業についてお聞きします。こちらの地域再生戦略交付金のほうを

見ますと、ペレットストーブが５０件、ペレットボイラーが２件ということで予算の計上されていまして、先ほ

ど予算額も説明いただきましたが、この事業の対象としているのは、民間、個人に限るのか、企業も含まれてい

るのか、その点どのようになっているかお聞きします。 

○環境推進担当課長 対象になりますのは、一般個人、それから事業所も対象になります。ただ大きなペレット

ストーブ等につきましては、金額的に何千万円とか大きい金額になりますので、これはほかの国等の補助を使う

と思いますので、今回はこれにつきましては、小規模の事業所が対象になると思います。以上です。 

○山口恵子委員 そうしますと塩尻市はペレットの生産とあと利活用も含めて、循環型社会を目指すということ

ですので、企業への拡大というか、その辺も国の対象事業だけで十分なのか、また市としてももっと拡大をする

方向に持っていくのか、その辺の考え方はどうでしょう。 

○環境推進担当課長 ペレットの需要を拡大するということは、市の全体の目標でもございますけれども、生活

環境の部門では、小規模の一般市民とか事業所を対象にしておりまして、それから一般の事業者等につきまして

は、また商工のほうからも勧めていただいて需要拡大をしていければ、またそちらの商工の補助等もあるかと思



 

 

いますけれども、そういうところも十分活用いただきたいと思いますし、それから環境基本計画の中で地球温暖

化計画も設置をさせていただきましたので、その絡みの補助金もあります。ですので、そちらの支援も使ってい

ただければと思います。以上です。 

○委員長 ちょっと関連でですね、この事業いいと思うんですが、ペレット燃料への補助っていうのは、どうい

う形で補助していくのか、買った伝票か何かに対してやるのか、どういう形で補助金を出していくのかっていう

のは、ちょっとわかったら。わかったらっていうか、わかってやると思うんだけど、説明をお願いします。 

○環境推進担当課長 補助の仕方ですけれども、個人の方、それから事業者はまた金額が大きいわけですので、

個人の小さいものについては、１年間のシーズン的なものもありますけれども１年間使ったペレットの領収証、

それから単価、それでどこで買ったかっていうものを、わかるようなものを添付していただいて、随時申請書で

出していただくということで、市の補助金要綱、規則の中では１０万円以下のものについては、実績報告も省略

をされることができますので、申請をしていただくということでしたいと思います。それから事業所のペレット

ボイラーにつきましては、金額が大きくなりますので最初に申請をいただいて、それから四半期くらいで支払っ

ていければどうかなっていうふうに考えています。以上です。 

○委員長 今までもう既に購入してある人も当然、この燃料の部分の補助っていうのは引き続きあるということ

でいいわけですね。それと、これいつから実施するということでしょうか。 

○環境推進担当課長 ４月１日からになります。 

○委員長 以前に買ってあるストーブも当然いいってことですね、燃料の分は。 

○環境推進担当課長 対象になるのはペレットを使う方ですので、これまでに市の補助を使ったり、独自で入れ

た方もありますけれども、そういう方も該当になります。それで、ペレットの燃料の対象になるのは、この４月

１日から以降のものについて対象になります。以上です。 

○委員長 ほかにございますか。 

○柴田博委員 国の補正予算の関係の事業の中で、地域振興バスを購入するというのがありましたが、これはど

んなバスを買うのかということと、バスをふやすのか、それとも今まで使っていたやつを１台買う台数分だけや

めるのか、その辺をもうちょっと説明いただきたいと思います。 

○財政課長 これは、楢川地区の地域振興バスのマイクロバス、２８人乗りですか、でございます。今まで使っ

てたものが老朽化してまいっておりますので、２８年度に購入予定ということで実施計画に計上していたもので

ございます。 

○柴田博委員 いいです。 

○委員長 ほかにございますか。 

○中原輝明委員 ２６ページの基金の積立の関係だけども、この利率ってのは、これだけ項目があるんだけども

一律。 

○財政課長 利率のつきましては、元金の金額によって利率は違っております。 

○中原輝明委員 違ってはいるはいいが、その利率はわかる。高いのはどのくらいすんの。幾らに対して。 

○財政課長 利率の表がございますので、後ほど提出させていただきたいと思います。 

○中原輝明委員 表があるんでって、表でみんなやるわけか。例えば、この中で１億円以上っていうのは何件ば



 

 

かあるの。 

○委員長 それ、一覧で出ます。 

○中原輝明委員 一覧表で出してもらいたいな。 

○委員長 いいかね。それじゃ、後ほど一覧表でよろしいですか。 

○財政課長 はい。 

○委員長 じゃあ、一覧で出してください。ほかにございますか。よろしいですか。 

 それでは、なければ質疑は終了いたしまして、自由討議を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 討論を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないようですので、議案第３３号については、原案のとおり認めることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、議案第３３号平成２６年度塩尻市一般会計補正予算（第６号）中、歳入全般と歳出

は当委員会に付託された部分については、全員一致をもって可決すべきものと決しました。 

────────────────────────────────── 

請願３月第１号 集団的自衛権容認の閣議決定を撤回し、閣議決定にもとづく法整備等を行わないよう関係機関

に意見書を提出することを求める請願 

○委員長 次に午前中最初にも御報告いたしましたように請願が出ておりまして、説明者がおいででございます

ので、説明者の方前出へお願いします。 

それでは、請願３月第１号集団的自衛権容認の閣議決定を撤回し、閣議決定にもとづく法整備等を行わないよ

う関係機関に意見書を提出することを求める請願について、審査を行います。最初に説明を求めます。説明者お

願いします。 

○請願説明員 御指名いただきましたので説明させていただきます。贄川在住の小澤と言います。集団的自衛権

の閣議決定が７月１日に行われましたが、それに先立ちまして６月に市民のグループによって意見書を上げてい

ただきたいという請願を出させていただきました。その際に私どもの意向については申し上げましたけれども、

今回、この件を再度請願をお願いするに当たりまして、本市議会に関係各機関に対して意見書の提出をお願いす

る、その趣旨についてはお手元にある資料のとおりです。３つ理由を挙げてあります。安全保障法整備を行わな

いことを求めるのが、本請願の趣旨であります。日本から遠く離れた国家間の紛争に関与するということは、９

条に反するばかりか、我が国が長年にわたって培ってきた国際的な信用を失ってしまい、海外で活動する、ある

いは生活する日本人、日本本土が大変危険にさらされるという可能性が大きくなってしまいます。一旦戦争が、

あるいは紛争に巻き込まれることになれば、前線、後方などの境はなくなってしまうことは明らかであります。

また実際に集団的自衛権が行使される際には、各自治体の動員も、あるいは公共機関の提供なども強要されると

いうことが法の中には盛り込まれているようです。 

私ごとになりますけれども、私の父は８８歳になって、終戦の年、旧制松本中学の５年生でありました。愛知

県守山市の学徒動員に出かけて行って空襲に遭い、命からがら逃げ、背のうはそのときの火の粉でぼろぼろにな



 

 

っていたというふうに聞いております。私の母方の祖父は、当時楢川村の議員をしておりましたけれども、満蒙

開拓団に一家総出で出かけ、そしてそのうちの３人が残留婦人で残って、戦後数十年たってから帰国するという、

そういう体験もしております。 

私どもが聞いた８０歳以上の高齢の方々からは、一応に戦争を避ける道をぜひ選んでほしい、ぜひ戦争する国

だけはしないでほしいという切実な要望が訴えられております。ぜひ、本市議会においても御理解をいただきま

して、お取り上げいただくよう重ねてお願い申し上げます。以上です。 

○委員長 ただいま説明がございましたが、文章は前段に配付してございますので読み上げませんけれども、質

問がありましたらお願いいたします。 

 ないようですので、それでは、これより自由討議を行います。ありませんか。 

 それでは、討論を行います。ありませんか。 

○柴田博委員 私は、この請願については採択して、意見書を上げるべきだというふうに思います。その理由は、

請願要旨の中にも書いてありますが、今法整備が進められつつあるわけですけども、いろいろと新聞報道等され

ていますが、そこに書かれているもの以外にもですね、幾つも危険な方向というのが出てきているというふうに

思います。１つは、新三要件なるものが出されていて、だから平気だっていうような議論もありますけれども、

日本が実際に攻撃されていなくても密接な関係にあるほかの国が攻撃されていれば、なおかつそれが日本にも危

険が及ぶというような場合には、実力を行使できるというようなことが言われているわけですけれども、それが

参議院の審議の中で法制局の長官が言ってましたけれども、そういうような事態があるかどうかをきちっと検証

をして法整備をしてるんじゃなくて、そういうことがあるという前提のもとに、じゃあどういうふうに法を整備

すればいいかというようなことを審議してるというようなことを言われていまして、実際にそういうことがある

かどうかは別問題だというような、そういうことを言っているわけであります。それ以外にも例えば、今自衛隊

というのは自国防衛が主な任務ですけれども、閣議決定で今度は他国の防衛も主たる任務として位置づけるとい

うようなことが言われていたり、それから、今の自衛隊では自国防衛だけですから、戦略爆撃機とか、それから

大陸弾道弾ミサイルとか、空母ですとか、そういうものは持っちゃいけないというふうになっているわけですけ

れども、それが今度は防衛施設設備庁という専門の庁をつくって、その中でそういうものも考えていくと。なお

かつ、文官統制という今までの規定を改め、廃止することによって、首相が一番の最高の責任者ですけども、首

相やその下の防衛省と自衛隊の中の今の制服組と言われる人たちが直結していく。迅速な判断をして開戦の判断

もしていくっていうようなことで、幾つも本当に危険な状況が報道されています。そういうのを見る範囲におい

てやはりこれから日本が今まで戦争しないということで、１人も犠牲者を出していないし、１人も殺していなか

ったという、そういう現実がある中で、戦争する国っていうのがどんどんとつくられようとしているって危険を

感じますので、この請願については、ほかの市町村でもね、長野県内でいけば半分以上の市町村がなんだかの形

で意見書を出していますので、塩尻市議会としても意見書を出すべきだというふうに思います。以上。 

○委員長 ほかにございますか。 

○中原輝明委員 他市に出ているようだけど、他市の状況はどうなの、市町村。 

○議会事務局庶務係長 事務局のほうで、市の段階ですけれども、こちらのほうに出された請願、陳情の関係に

つきまして、調査をさせていただいております。ほとんどが不採択、これから審査予定というところもあります



 

 

けれども、８市が不採択というような形になっております。採択したのは中野市のみという形になっております。

また諏訪市におきましては、議員に配付したのみということで議決はとれておりませんので、お願いいたします。 

○委員長 ほかに意見はありませんか。なければ反対意見ないっていうと賛成。 

○副委員長 私はですね、前回と同じように意見を言わさせていただきたいと思いますが、確かに今、柴田委員

おっしゃられたようにそういう目線もあると思いますが、ただやはり憲法９条があって、日本が守られたという

ことはあることはあると思うんですが、ただですね、そういう時代もよかった、時代にも乗ってたんではないか

と、私はそんなふうにも考えるわけです。特に今回ですね、前回もお話しさせていただいていたんですが、日本

の自国の領土だって言われている尖閣列島への中国からの漁民が上陸したり、こういう問題についても確かに漁

民とは言ってもですね、中国の息のかかった衆だとか、そのほかにベトナムだとかフィリピンにおける南西諸島

の中国の行為やなんかを考えるとですね、非常にやっぱり不安があるわけです。そんな中で、やはり中国が尖閣

にあれしても、それ以上に行われないというのは、やはり日本の後ろには米国もついておるとか、そういうこと

ですので、私はやっぱりお互いにそういう関係を持ちながらですね、牽制し合いながらやっぱり国の平和を維持

していくというようなことが大事だと、こんなふうに思いますので、私は、この請願には前回と同じに反対をさ

せていただきたいと、こんなふうに思います。 

○委員長 ほかにございますか。 

○山口恵子委員 私も前回も多分申したと思いますけれども、やはり日本のずっと守られてきた憲法９条のもと

で、自衛の措置の限界を示したのが閣議決定の内容であり、それをきちんと守っていくための法整備を、今、国

においてやっているというふうに理解をしております。それともう１つ、グレーゾーン地帯とかＰＫＯのこと、

ここに書かれておりますけれども、グレーゾーン地帯に関しては、やはりこれは警察権にかかわる問題で直接自

衛権というふうにかかわる問題ではないというふうに理解しております。そしてまた、ＰＫＯの活動につきまし

ても、これは武力行使を目的とした多国籍軍とは全く違うものであり、停戦合意ができた後に紛争統治国の同意

のもとで行われるのがＰＫＯ活動でありますので、これも直ちに自衛権の問題とは直接かかわるものではないと

いうふうに理解しておりますので、今回のことについては反対です。 

○委員長 ほかにございますか。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 反対意見がありますので、請願３月第１号については、裁決を挙手により行いたいと思います。請願

３月第１号について、認めることに賛成の委員の皆さんの挙手をお願いします。 

〔「挙手少数」〕 

○委員長 挙手少数であります。よって、請願３月第１号は否決すべきものと決しました。御苦労さまでした。 

次ぎに進みます。 

────────────────────────────────── 

議案第４１号 平成２６年度塩尻市一般会計補正予算（第７号）中 歳入全般、歳出２款総務費、第２条繰越明

許費 

○委員長 少し飛びますが、議案第４１号平成２６年度塩尻市一般会計補正予算（第７号）中、歳入全般、歳出

２款総務費、第２条繰越明許費を議題といたします。説明を求めます。 



 

 

○企画課長 それでは、歳出をお願いいたしたいと思いますが、１０、１１ページをお願いいたします。恐れ入

ります別冊議案第４１号の１０、１１ページをお願いいたします。２款総務費の８目地域づくり振興費、コミュ

ニティ活動支援事業で７９万９，０００円でございます。これにつきましては、床尾区の大堤公園で発生をいた

しました園児の水難事故を受けまして、恒久的対応として床尾区から補助金の要望がございましたので、外周フ

ェンス、高さが１．８メートルでございます。延長６０メートル、このフェンスの設置に係る工事費の３分の２

を補助金として計上するものでございます。経過といたしましては、その事故を受けまして、床尾区の中で応急

処置といたしましてくいを打ちましてトラロープを張り、看板もですね、設置をいたしまして緊急の対応をした

というところでございます。しかしながら区においてですね、協議をいたしまして、死亡事故ということも受け

まして、恒久対策をここで緊急に対応をしたいということで補助金要望があったものでございまして、今回追加

補正をお願いしたいというものでございます。以上でございます。 

○財政課長 続きまして、８、９ページをお願いいたします。今回の緊急対策にかかわる財源といたしまして、

歳入といたしましては法人市民税３８９万５，０００円を充当させていただいたものでございます。ページさか

のぼっていただきまして、４ページをお願いいたします。第２表繰越明許費でございますけれども、ただいま説

明ございましたようにコミュニティ活動支援事業ほか２事業につきまして、２７年度への繰り越しをお願いをす

るものでございます。なお、コミュニティ活動支援事業のほかに今回土地改良事業といたしまして、市内５５カ

所のため池に立入禁止等の看板を設置するための資材費、これを１２９万６，０００円補正をさせていただきま

すし、都市計画費の公園等管理諸経費といたしまして、小坂田公園の調整池の外側でございますけれども、長さ

１２０メートル、高さ１．２メートルにわたってのネットフェンスを設置するための工事費を同じく補正をさせ

ていただいております。緊急対応といたしましては、特に市内の公共施設のうち不特定多数、特に子供たちが利

用され、特に危険が認められると思われる公共施設を集中して点検をさせていただきました。ため池は５５カ所

のうち３５カ所の点検を実施をしております。あと２０カ所につきましては、雪等があってなかなか確認ができ

ないというようなことでございまして、雪解けを待って鋭意安全点検の確認作業をしているところでございます。

その他、大堤公園を入れまして８カ所の緊急点検をさせていただきました。この中にはただいまの小坂田公園等

のほかに、農村公園の柵、あるいは階段の補修、それから東山霊園等の調整池、それからクリーンセンターの調

整池、こういったところも点検をさせていただきました。また、施設につきましては、障害者福祉センター、あ

るいは保健福祉センター、こういったところの階段等の点検もさせていただいたところでございますけれども、

特に危険が認められ、早急な対応が必要だと思える箇所につきまして今回補正でお願いをし、残る箇所につきま

しては、２７年度の予算、あるいは２７年度の補正予算の中で対応してまいりたいというふうに考えております

ので、よろしくお願いをいたします。 

○委員長 委員の皆さん、質問ありましたらお願いします。 

○副委員長 結果論で言うもんで、申しわけない部分があると思いますけれども、たしか昭和五十何年ころにや

っぱり同じようなケースで小学校の子供がため池に落ちてですね、それで亡くなって、あのときはフェンスをず

っと市内のため池、できるだけということで点検をして張ったと思うんですが、今回大堤がですね、どうしてそ

こら辺に問題があったか、どんなふうに検証をされておりますでしょうか。 

○財政課長 大堤公園にいたしましては３，３００平米あるんですけれども、１９年に公園用地として市が寄附



 

 

を受けた経過がございます。ただそのときに市といたしましては、管理するっていうことは難しい、責任をもっ

て地元のほうで維持管理、危険につきましても、安全点検についても、地元で責任をもってやっていただきたい

ということで、契約書、覚書きをさせていただいた経過もございます。親水公園という形で区民の憩いの広場と

いうことでございましたので、簡易な柵、それから場所によっては階段で池におりていけるような、そういった

施設の整備も地元区が主体となって実施をしたということでございます。したがいまして、ため池等とは違いま

して、区民の憩いの場ということでございましたので、今回のような事故を想定した安全対策、看板はありまし

たけれども、十分な安全対策がとられていなかったのではないかと、こんなふうに思っております。 

○副委員長 そうなりますと、今度は点検を全部するということですけれども、これでもしかして、なおかつ点

検しましたらやっぱりフェンスがないとか、いろいろの問題点が出てくると思うんですが、それについては、で

きるだけ早くやるっていうことでいいんでしょうか。 

○財政課長 特にため池、５５カ所でありますけれども、ため池につきましては所有者が誰でも構わず、所有者

いかんにかかわらず管理は地元区、あるいは土地改良区ということになっております。したがいまして、そこに

フェンス、点検の結果穴があいていたり、倒れていたり、修繕が必要なフェンスがありましたけれども、その費

用については地元１割負担ということにもなりますので、これにつきましては、どんな安全対策を講じたらいい

とか、今後地元、あるいは土地改良区のほうと協議をしていくこととしているところでございます。 

○副委員長 ありがとうございました。 

○委員長 今の関連で、池の話だけになってますけど、大きな堰なんかで、特に時期になって田植とか、そうい

う時期になるとたくさんの水が流れて危険だということで、区のほうからも上がっている部分あると思うんです

が、その辺の対策なんかはどのように考えているのかお願いします。 

○財政課長 今回の安全点検につきましては、当面市の施設を中心に対応させていただきました。したがいまし

て、地元が管理をされております堰等につきましても、今後地元から安全対策の、改善の要望みたいなものは上

がってくるかと思いますけれども、それにつきましても状況を見ながら、できる限りの対応をしていきたいとい

うふうに考えております。 

○委員長 ほかにございますか。よろしいでしょうか。 

 それでは、討論を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 なければ、議案第４１号については、原案のとおり認めることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、議案第４１号平成２６年度塩尻市一般会計補正予算（第７号）については、全員一

致をもって可決すべきものと決しました。次に進みます。 

○財政課長 先ほど中原委員さんから御質問ございました基金の利子につきまして、２月２８日現在でございま

すが、一覧表を提出をさせていただきました。それぞれの基金、預入先、それから利率等そこに起債してあると

おりでございますので、御確認をよろしくお願いいたします。 

○委員長 中原委員、よろしいですか。 

○中原輝明委員 うん、いい。 



 

 

○委員長 それでは、また後ほど見ておいていただきたいと思います。それでは、次に進みます。 

────────────────────────────────── 

議案第３４号 平成２６年度塩尻市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

○委員長 議案第３４号平成２６年度塩尻市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）を議題といたします。

説明を求めます。 

○市民課長 それでは、別冊の議案第３４号をごらんください。平成２６年度の国保特別会計補正予算（第３号）

になります。別冊の第１ページの１条にございますけれども、今回の補正予算は歳入歳出それぞれ９万３，００

０円を追加して、予算の総額を７６億１，６９４万１，０００円とするものでございます。 

この補正予算は歳入から説明をさせていただきます。７、８ページをごらんください。１款１項１目の一般被

保険者国民健康保険税ですけれども、こちらは保険税の軽減額が当初見込みよりふえたことによりまして、税に

ついては減額をするものでございます。それから保険税軽減額の増によりまして、一般会計のほうで説明しまし

たけれども、９款１項１目の一般会計繰入金が増額となっております。 

また、そのページの一番下に５款１項１目の前期高齢者交付金ですけれども、これが交付額の確定によりまし

て増額をするものでございます。先ほど説明しました一般会計の繰入金と、この前期高齢者交付金の増額に伴い

まして、３款の国庫支出金、それから次のページになりますけれども、６款の県支出金は総体としてそれぞれ減

額となるものでございます。 

７、８ページですけれども、４款１項１目の療養給付費等交付金については、交付額の確定に伴い補正をする

ものでございます。 

 次のページをお願いいたします。８款１項１目の利子及び配当金でございますけれども、こちらは基金の利子

収入ということで増額でございます。 

 それでは、次に歳出の説明をいたします。１１、１２ページをお願いいたします。２款１項１目の一般被保険

者療養給付費から次のページの２項３目の一般被保険者高額医療・高額介護合算療養費までにつきましては、財

源内訳の変更ということで、歳出額の増減はございません。 

 ４目の退職被保険者等高額医療・高額介護合算療養費につきましては、給付費の見込みがふえましたので、３

万２，０００円増額させていただくものでございます。 

 ３款の後期高齢者支援金等から次のページの６款の介護納付金までにつきましては、それぞれ納める金額の確

定に伴いまして、補正をさせていただくものでございます。 

 次に１５、１６ページの９款１項１目の財政調整積立金につきましては、歳入で補正をさせていただきました

金額を基金に改めて積むというものでございます。特別会計補正予算の説明は以上です。 

○委員長 それでは、委員の皆さんから質問を受けたいと思います。 

○柴田博委員 最後に説明していただいた基金の関係ですが、年度末に向けて基金は大体どんな感じで残りそう

なのか、もしわかったら教えてください。 

○市民課長 ２６年度末ということでよろしいでしょうか。 

○柴田博委員 はい。 

○市民課長 当初予定で積みました１億円と起債でお願いしました１億４，０００万円、合わせまして２億４，



 

 

０００万円は基金として残る予定でございます。 

○柴田博委員 残る。いいです。 

○委員長 ほかにございますか。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 それでは、討論を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないようですので、議案第３４号については、原案のとおり認めることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、議案第３４号平成２６年度塩尻市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）に

ついては、全員一致をもって可決すべきものと決しました。次に進みます。 

――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議案第３７号 平成２６年度塩尻市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） 

○委員長 議案第３７号平成２６年度塩尻市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）を議題といたしま

す。説明を求めます。３７号です。 

○市民課長 それでは、議案第３７号後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）について説明をさせてい

ただきます。別冊の補正予算書の１ページ、第１条にございますように今回の補正額は、歳入歳出それぞれに６

６９万７，０００円を追加して、予算の総額を６億８，４７０万円とするものでございます。  

 これについても歳入から説明をさせていただきます。７、８ページをお願いいたします。３款１項２目の保険

基盤安定繰入金につきましては、保険料軽減分につきまして一般会計からの繰り入れを６６９万７，０００円増

額するものでございます。 

次に歳出、次の９、１０ページになりますけれども、２款１項１目の広域連合納付金ですが、これは一般会計

から繰り入れました保険料の軽減分を同額を後期高齢者医療広域連合へ納付するものでございます。補正予算の

説明は以上です。 

○委員長 委員の皆さんから質問ありましたらお願いします。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 それでは、討論を行います。ありませんか。 

 ないようですので、議案第３７号については、原案のとおり認めることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、議案第３７号平成２６年度塩尻市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）

については、全員一致をもって可決すべきものと決しました。 

――――――――――――――――――――――――――――――――― 

閉会中の継続審査申し出 

○総務部長 審査ありがとうございました。継続審査のお願いでございます。当総務環境委員会の所管しており

ます私ども市民環境事業部、協働企画部、総務部、それぞれ年度末、また４月以降は新年度早々ということもご

ざいますので、閉会中につきましても協議会等お願いする場合があるかもしれませんので、何とぞよろしくお願



 

 

いいたします。以上です。 

○委員長 継続審査の申し出がありましたので、議長にその旨を報告いたします。 

 以上で本委員会に付託されました案件の審査は終了いたします。なお、当委員会の審査結果報告書及び委員長

報告案文については委員長に御一任願いたいが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 それでは、理事者から挨拶があれば、お願いいたします。 

――――――――――――――――――――――――――――――――― 

理事者挨拶 

○副市長 ２日間にわたりまして、大変御熱心に審査をいただきました。提案をいたしました全ての案件につい

て、認めるべきものとして御審査をいただいた次第でございます。大変ありがとうございました。なお、審査の

中でいただいた御意見につきましては、とりわけ新年度の予算の執行につきまして留意をさせていただきたいと

存じます。どうも、大変ありがとうございました。 

○委員長 以上で３月定例会総務環境委員会を閉会といたします。２日間、大変御苦労さまでございました。 

午後１時５５分 閉会 

 

平成２７年３月９日（月） 

 委員会条例第２９条の規定に基づき、次のとおり署名する。 

 

 

総務環境委員会委員長  古畑  秀夫  印 


